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項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和
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会年職員 1.58 人

0.00 人

4.80 人

R2その他職員
従事割合

0.00 人

会年職員

0.00 人

目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

交通遺児に対して遺児手当及び奨学金を
支給することは、交通遺児家庭への援助と
なっていることから、今後も事業を継続す
る。また、未支給者がいないよう、引き続き
学校等の関係機関への周知を行っていく。

A

加入率が年々低下しており、加入者を増
やす必要があることから、交通災害共済に
ついて、より市民へ周知する。

過去の交通災害共済加入率で高かった数値を
設定した。

事業自体が
貢献する
項目

成果指標

目標設定の考え方・根拠

130人

総合
評価

現状の課題
評価
理由

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

成果

297人

死傷者数の減少数 前年の死傷者数より減少させること

R1実績

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、自治会
等を通じての加入者が減少しているため。また、
自転車事故を起こした際の高額な損害賠償に備
え、民間の損害賠償付き保険等に移行する傾向
が見られるため。

市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
け、交通事故死傷者数を減少させる。
・所沢市交通安全推進協議会加盟団体と協力し、
交通安全パレードや街頭における交通安全啓発活
動等を実施する。
・市広報やホームページ等を利用しての交通安全
啓発活動を行う。

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

所属
名称

4,572千円 臨時職員

非常勤
特別職

50人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2決算額（見込み）

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標

0.55 人

R2年度に改善した点

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)
会
計

交通安全運動推進
事業

0.00 人

R2正規職員
人件費

S39～ 4,492千円 50人

①56人

②889人

③3人

R3目標

①交通安全運動参加人数

②交通事故発生（負傷者数）

③交通事故発生（死亡者数）R1その他職員
従事割合

期間 0.55 人

コロナ禍であることから、行政、警察及び
交通関係団体を一堂に会した啓発活動を
実施することができないが、啓発品やチラ
シの直接配布をやめるなど、コロナ禍でも
できる範囲で啓発活動を実施していく。

目標達成済

令和2年はコロナ禍で外出自粛
の影響があったとはいえ、交通
事故による死者、負傷者、物件
事故の件数は令和元年より減少
している。今後も交通安全関係
団体と連携を図りつつ、各季の
交通安全運動に加えて、状況に
応じた交通事故防止の啓発活動
を実施していく。

3,628千円

3,497千円 3,433千円

3,453千円

50人

9月から11月までの間、所沢市交通安全協
会と調整して、運転免許更新者に対し、
「TOD（所沢おもいやりドライブ」のチラシを
配布し、交通ルールの遵守を呼びかけた。

R1目標 R2目標値が未達成の理由・分析R1実績
A

指標名

R2実績

R1決算額

R3目標

新型コロナウイルスの感染拡大や、小学校の臨
時休業により、ほとんどの小・中学校において交
通安全教室が実施できなかったため。

130回 30回

R2目標 R2実績

幼児、児童、生徒及び高齢者に対して交通安全教
室等を実施することによって、交通事故を未然に防
ぎ、減少させる。
・保育園・幼稚園・小学校・中学校等で、交通安全
教室等の実施及び小学校通学路の危険箇所等に
交通指導員を配置し、立哨指導を行っている。
・福祉施設での交通啓発活動及び高齢者自転車免
許制度に基づく講習を実施する。

147回

130回

R1予算現額

会年職員 49.00 人

8,312千円 臨時職員 0.00 人
①1,986人

②30回

③0回

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

法定受託事務 法定受託＋附加

根拠法令

重要

交通安全対策基本法　所沢市交通安全推進協議会規約

コロナ禍において、自転車免許制度にか
かる講習について、どのように実技講習を
実施すべきか警察や学校等と調整しなが
ら講習を進めたい。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

1.00 人
非常勤
特別職

43.20 人 130回

1.00 人

R1目標

交通安全対策基本法 56,268千円 51,051千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 52,354千円 49,156千円

R2決算額（見込み）R2予算現額

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

C

コロナ禍による外出自粛等によ
り、交通事故件数は減っている
が、高齢者による交通事故件数
は増えていることから、交通事故
を減らすため、今後も高齢者はも
ちろんのこと、幼児・小学生・保
護者も対象とした交通安全教室
等を行うことが必要である。

R2年度に改善した点

①参加人数

②交通安全教室開催回数

③高齢者・子供自転車免許制
度に基づく講習回数

交通安全教室及び高齢者・子供自転車免許制
度に基づく講習回数

所沢市の交通事故の死傷者として、幼児・小学
生・高齢者によるものが増加している。交通事故
を減らすためには、幼児・小学生・高齢者を対象
とした交通安全教室等の実施が必要である。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、交通安全教室の内容を簡略化するな
ど長時間にならないようにしたり、用具の
消毒を徹底し、交通安全教室を実施した。

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

交通安全教育推進
事業

根拠法令

期間

重要

自治事務

S47～ 8,168千円

S42～ 7,351千円

法定受託事務 法定受託＋附加

R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

現状、42,000人以上の市民が加
入しているが、年々加入率が低
下してきているため、より多くの
市民に加入してもらうように周知
することが必要である。

12.3%

R2目標 R2実績

目標設定の考え方・根拠

R1実績

R1予算現額

R1目標

53,780千円

R2予算現額 R2決算額（見込み） 交通災害共済加入率

指標名

R1正規職員
人件費

R3目標0.90 人

29,588千円

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

30.0%

13.2%0.90 人
非常勤
特別職

0.00 人 30.0%

30.0%
①42,450人

②23,736,900円

③247件

7,481千円 臨時職員 1.58 人

重要

R2年度に改善した点

チラシ等の印刷物を改善した。具体的に
は、事例を掲載することで見舞金の金額を
具体的にイメージできるようにすることで、
加入者が請求しやすいようにした。また、
ポスターをところバス車内に掲示し、加入
促進を図った。

①加入者数

②共済会費収入

③見舞金支給件数
R2目標値が未達成の理由・分析

R1その他職員
従事割合

47,930千円 21,381千円

C

加入者の相互扶助により、交通事故による災害を
受けた者へ見舞金を支給する。そのため、毎年共
済加入者を募集し、その会費収入を原資として、交
通事故により災害に遭った会員に死亡又は傷害の
程度に応じて見舞金を支給することで、市民の生活
の安定と福祉の増進に寄与することを目的とする。

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

交通災害共済事業

根拠法令

期間

事業の目的及び具体的な内容

自治事務

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

1,634千円

所沢市交通遺児手当支給条例施行規則　
所沢市交通遺児奨学基金条例

943千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

2,078千円

R3目標

S45～

R1決算額

臨時職員 0.00 人
①8人

②450千円

③340千円

R2実績R2目標

R2正規職員
人件費

会年職員

R2その他職員
従事割合

100.0% 100.0%

①交通遺児数

②手当支給額（合計）

③奨学金支給額

100.0% 100.0%

584千円

R2決算額（見込み）

872千円

R2年度に改善した点

対象の受給者
交通事故により保護者を失った遺児全員に奨学
金及び遺児手当を支給する 遺児の対象となる幼稚園、保育園、小学

校、中学校への周知に努めた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

指標名

100.0%

一
般

R1予算現額

所沢市交通遺児手当支給条例 R2予算現額 交通事故により保護者を失った
所沢市在住の交通遺児に遺児
手当及び奨学金を支給している
が、交通遺児がより安定した生
活をしていくために今後も続ける
必要がある。

法定受託＋附加 888千円

R1決算額

R1目標
R1その他職員
従事割合
非常勤
特別職

根拠法令

重要 自治事務 法定受託事務

所沢市交通災害共済条例及び施行規則

期間 0.20 人

交通事故により保護者を失った遺児に対し遺児手
当及び奨学金を支給し、その福祉の増進を図る。
・交通遺児手当は、義務教育就学時から終了まで
の期間、遺児一人に対し月額5,000円を支給する。
・奨学金は、遺児一人に対し、小学校及び中学校入
学者に50,000円を、高等学校入学者に80,000円を
支給する。

0.25 人
交通遺児対策事業

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

コロナ禍ではあるが、でき
る範囲で交通安全教室を
実施した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

把握しうるすべての交通遺
児に対し手当及び奨学金
を支給した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

広報「ところざわ」3月号に
特集記事を掲載し、広く市
民に啓発をした。

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

交通事故によりケガをした
加入者に対し、適切に見舞
金を支給した。

どのように貢献したか

どのように貢献したか
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事業自体が
貢献する
項目

成果指標
総合
評価

現状の課題
評価
理由

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)
会
計

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

防犯交通安全課長　粕谷　広和

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　相沢　渉
会年職員 0.00 人

会年職員

1.00 人

R1決算額

0千円

0.00 人

R1決算額

臨時職員

R2決算額（見込み）

R2その他職員
従事割合

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務

交通事故の多い危険箇所における、通行の安全性
を確保するため、道路反射鏡や道路区画線などを
設置。さらに設置した交通安全施設を適切に管理
する。

0.00 人

55,741千円

非常勤
特別職

事業の目的及び具体的な内容
R1その他職員
従事割合

0.00 人

事業の種別

56,226千円法定受託＋附加

74,831千円

0.00 人

0.00 人

R2決算額（見込み）

R1予算現額

75,874千円

会年職員
7,351千円

道路
維持
課

R2決算額（見込み）

道路安全施設整備
事業

根拠法令

実施計画ランク

Ｓ57～

期間 2.87 人

交通事故発生の危険箇所
に対し安全施設の設置や
修繕を実施し、交通の安全
を確保した。

R3目標

R2目標 R2実績

79.0%

どのように貢献したか

B

安全施設の要望は一定している
中で、道路反射鏡などは設置に
ついて一部明確化していくなど優
先順位を定めて対応していく。

既存の所沢駅西口第1自転車駐車場の利
用者分の自転車駐車場を整備する。
現契約者が新たに整備した自転車駐車場
に移行できるように周知する。

安全施設に関する要望は、優先順位をつけて対
応しており、昨年度と同様に推移しているが、要
望のすべてを処理するためには限られた財政状
況等のため年度内の処理ができていない案件
がある。

安全対策に関する要望件数は多く、優先
度をつけ設置の基準などを改めるなどによ
り効果的に実施していく。

３．すべての
人に健康と

福祉を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

R1年度に改善した点

道路反射鏡の設置について、設置基準の
見直しなどをすすめ、できる限り効果的に
整備を進めるため優先順位を決めて対応
した。

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

指標名 目標設定の考え方・根拠

R1実績

24,271千円

R1正規職員
人件費

2.92 人

①123箇所

②82箇所

③675件

①道路反射鏡整備数（修繕・
新設）

②道路区画線整備箇所数

③要望・通報件数

要望・通報に対する処理割合

R1目標

79.1%

23,442千円

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準
等を定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な道
路の構造に関する基準を定める条例、交通安全対策基
本法

一
般

R2予算現額
交通事故の多い危険箇所に対し、通行の安全性
を確保するための道路安全施設の設置及び適
切な管理をすることが目的となっていいるため、
要望・通報件数に対して処理した件数の割合を
指標とする。

100.0%

100.0%

100.0%

37台以下 7台

R1決算額

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

50,099千円 49,124千円

6,234千円

R2正規職員
人件費

50,521千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

駅にアクセスするための交通手段である自転車の
駐車スペースを確保し、駅周辺の自転車の駐車秩
序を図る。
・各駅周辺における適切な規模の自転車駐車場を
設置し、維持管理を行う。
・管理運営は指定管理者制度を取り入れ、市民
サービスの向上と経費の削減を図る。 0.00 人

非常勤
特別職

所沢市自転車駐車場の整備及び自転車の放置の
防止に関する条例

50,603千円

0.80 人

0.75 人

30台

6,650千円 臨時職員 1.00 人
①662台

②39日

③17.0台

R2目標 R2実績

37台以下

R3目標

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

全体の台数は減少傾向にある。引き続き
放置自転車の台数が減少するよう、各駅
周辺の環境変化や放置自転車の増減等
から、より効果的な人員配置を検討してい
く。

毎年、放置自転車の台数は減少
してきており、見直しの効果が上
がってきていると考えられる。
　今後も、市内駅周辺の歩行者
等が安全に通行できるよう、放置
自転車台数の減少を図っていく
ことが必要である。

S

法定受託＋附加

R1目標

R2年度に改善した点

11月の晴れの平日に自転車放置禁止区域に放
置された自転車の数 放置自転車指導員について、配置人数の

見直しを図り、コストの削減に努めた。

目標設定の考え方・根拠

37台以下

重要

R2予算現額 自転車放置台数

R1実績

①年間撤去台数

②年間撤去日数

③年間撤去台数／年間撤去
日数

根拠法令

R1その他職員
従事割合

自治事務 法定受託事務

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

S50年～

放置自転車禁止区域での立哨指導や放置自転車の撤去
により、駅周辺の良好な生活環境を保持する。
・駅周辺に放置自転車指導員を配置し、放置自転車防止
の指導及び自転車駐車場への誘導を行う。
・自転車放置禁止区域等の放置自転車の撤去を定期的
に実施する。
・自転車保管場所に移動した自転車の所有者について警
察に照会し、はがきを送付して返還する。

期間 0.90 人

0.00 人 23,254台

S50～ 6,126千円 23,254台

臨時職員 0.00 人

①32箇所

②23,254台

R2目標

R3目標

56,618千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

23,254台 11,354台

R2実績

R1目標 R1実績

非常勤
特別職

法定受託事務 法定受託＋附加 54,561千円 54,276千円

13,081台

①市営自転車駐車場等の施
設数

②市営自転車駐車場等の収
容能力

市営自転車駐車場月平均利用台数

所沢市自転車駐車場条例 56,682千円

0.75 人

R2予算現額

期間

重要

目標設定の考え方・根拠

C

駅周辺の良好な生活環境を確保
するためには、自転車駐車場の
設置が不可欠である。しかしなが
ら、市営自転車駐車場は設置か
ら相当年数が経過しており、修繕
が必要な施設・設備がある。

適正な自転車駐車場を設置し、利用者を増やす
ことで放置自転車を減少させ、市内各駅周辺の
良好な生活環境を保持する。

駅への利便性が高い場所に民間の自転車駐車
場が新設されている。市民が自転車駐車場を利
用する際の選択肢が増えたからだと考えられ
る。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ための緊急事態宣言により、駅へアクセスする
機会が少なかったと考えられる。放置自転車の
撤去台数は年々減少しているため、駅周辺の環
境については悪化していない。

R2目標値が未達成の理由・分析

自治事務

R1予算現額 R1決算額

①所沢駅西口の放置自転車
撤去台数（年）
②所沢駅西口第１自転車駐
車場の利用台数（11月度）
③（暫定）所沢駅西口第１自
転車駐車場の整備済み収容
台数

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令

自転車駐車場整備
事業

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

所沢駅西口第１自転
車駐車場整備事業

根拠法令

所沢市自転車駐車場条例

放置自転車対策事
業

所沢駅西口区画整理事業の工事の進捗状況に
併せて、整備時期等を変更したため

既存の自転車駐車場の利用台数

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

指標名 R2年度に改善した点

小手指駅南口第2自転車駐車場のサイク
ルラック（半数）を修繕した。また、小手指
駅北口第3自転車駐車場において、場内
灯支柱の修繕を行った。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市営自転車駐車場の施設、設備について
は設置から相当年数が経過し、複数の施
設で修繕が必要になってきている。優先順
位を決めて、計画的な修繕を実施していく
必要がある。

指標名

指標名 目標設定の考え方・根拠

-

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円

R2予算現額 R2決算額（見込み）

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.45 人
非常勤
特別職

0.00 人

R1実績

R2その他職員
従事割合

R2正規職員
人件費

0千円 0千円

会年職員

R1目標

0.0%

R2目標値が未達成の理由・分析

所沢駅西口土地区画整理事業
の進捗状況に併せ設計時期等を
見直した。
また、所沢駅周辺の放置自転車
や民間駐輪場の収容状況等を注
視しながら、適正な台数の自転
車駐車場を設置する必要があ
る。

R2年度に改善した点

（暫定）所沢駅西口第１自転車駐車場の収容台
数

既存の所沢駅西口第１自転車駐車場の利用者
分の自転車駐車場を整備し、同駅西口周辺の放
置自転車を減らす。

所沢駅西口区画整理事業の進捗状況に
併せ設計時期等を見直した。

既存の自転車駐車場の利用台数

0.0%

R2目標 R2実績

期間

Ｒ1～ 3,676千円 既存の自転車駐車場の利用台数

0.45 人 R3目標

所沢駅西口土地区画整理事業により、既存の所沢
駅西口第１自転車駐車場が所沢駅ふれあい通り線
の建設地と重なり使用不可となる。このことを受け、
所沢駅西口周辺における放置自転車の防止を図る
ことを目的として、所沢駅西口土地区画整理事業地
内に「(暫定)所沢駅西口第１自転車駐車場」を設置
するものである。

3,740千円
①34台

②954台

③０台非常勤特別職

どのように貢献したか

自転車駐車場を整備する
ことで、自転車利用の増加
と放置自転車を減少を図
り、駅周辺の生活環境を改
善した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

駅周辺の放置自転車を減
らすことで、歩行者等の通
行の安全性の拡大を図っ
た。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

現状の利用者数等や所沢
駅西口土地区画整理事業
の進捗状況に併せ設計を
行った。

１１．住み続
けられるまち

づくりを


